
博物館法施行規則に定める科目
本学での開講科目 単位数

備　考
コード 科目名 授業形態 通信 面接 計

生涯学習概論

必
須
科
目

5201 生涯学習論 ※ 講義 2 2

博物館概論
5202 博物館学Ⅰ ※ 講義 4 4

博物館資料論
博物館経営論 5213 博物館学Ⅱ △ 講義 2 2

博物館資料保存論 5211 博物館資料保存論 講義 2 2

博物館展示論 5212 展示技術論 ※ 講義 2 2

博物館教育論 5210 博物館教育論 △ 講義 2 2

博物館情報・メディア論 5205 教育メディア論 ※ 講義 2 2

博物館実習 5204 博物館実習（注 1） 実習 3 3 事前・事後指導の1単位を含む。
7日45,000 円

計 16 3 19

選
択
必
須
科
目

5206 文化史（注 2） 講義 4 4

0227 比較文化論（注 2） 講義 4 4

0212 日本美術史（注 2） 講義 4 4

5207 美術考古学（注 2） ※ 講義 4 4

5208 民俗学（注 2） △ 講義 4 4

計 20 20

資格取得に必要な単位数 23

学芸員課程科目表

注1）本学卒業生（通学課程を含む）、全履修コースのみを受講対象としています。
注2）「文化史」、「比較文化論」、「日本美術史」、「美術考古学」、「民俗学」はいずれか1科目を選択。
※科目の概要については学生募集要項をご確認ください。

※ 通信授業試験
△ 最終課題

1.登録資格
一部履修コース：本学卒業生（通学課程含む）に限る
全履修コース：日本の四年制大学を卒業した者

2.登録上の注意事項
（1）1年間に登録できる単位数は、23単位です。

	 なお、博物館実習は本学卒業生（通学課程を含む）、および全履修コースのみを受講対象としています。

（2）「博物館実習」は、各自で行う見学実習を2日、学内実習（スクーリング）を2日、館園実習を5日実施します。

	 ①見学実習…各自の居住する都市、あるいは、近隣にある博物館、美術館等を4館見学して概略、感想等を

まとめる。

	 ②学内実習（スクーリング）…館園実習の事前指導を中心に、各種資料の取り扱い等の実技指導も併せて行う。

	 ③館園実習…大阪芸術大学博物館あるいは国内の博物館での現場実習。

（3）博物館実習を行うには、博物館実習以外の全ての報告課題・最終課題、通信授業試験を合格しておくことが

条件となります（夏期受講の場合は7月、冬期受講の場合は12月まで）。提出期限、試験日程、費用（45,000

円）等の詳細については、登録後にお知らせします。

（4）館園実習は、大阪芸術大学博物館で受講できる※ほか、大阪芸術大学以外の公共の博物館などで実習を受け

ることもできます。大学以外で実習を受ける場合は、希望先へ各自で募集時期や実習期間などを確認のうえ、

ご相談ください（登録年度中の受講許可を得ておく必要があります）。※実習定員を超過した場合は受講できない事があります。

学芸員一部履修・全履修コース


